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目にまたがる 5 属 9 種の地衣化担子菌類を同定することができ，そのうち，5 属 7 種の地衣化担子菌類の培養
株確立に成功した。採集した地衣化担子菌類の中には，2 種の未記載種と 3 種の日本新産種が含まれていた。




より正確な共生藻の同定を試みた。その結果，M. mucida の共生藻はトレブクシア藻綱に属する Elliptochloris 
subsphaerica という緑藻であると同定された。 
 本論文の第五章で著者は，M. mucida と E. subsphaerica について，様々な培養条件下での共培養実験を行い，
地衣体形成が誘導される培養条件を探索した。その結果，コーンミール寒天培地上にバルサ木材片を置き，そ
の上で両者を共培養した条件において，再現性のある安定した地衣体形成が誘導されることが判明した。した




不明であった。しかし，本研究で確立した M. mucida–E. subsphaerica 共培養系は，地衣共生時の遺伝子発現解
析などを通して菌類側から藻類側への作用を詳しく解析するための土台となる。さらに，M. mucida の本来の
共生藻（E. subsphaerica）との地衣体形成が誘導された条件下において，M. mucida と本来の共生藻とは同属別
種の藻類（E. bilobata）を共培養した場合，地衣体形成は全く誘導されない結果となり，M. mucida は共生相手
の藻類を種レベルで認識していることが判明した。したがって，本共生系は地衣共生における共生相手を認識














 令和 2 年 1 月 27 日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った。その結果，審査委員全員によ
って合格と判定された。 
 よって，著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
